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農山漁村を次代につなぐ 
環境整備 

若者が主役 
となった 

地域の経営 

・農業者の高齢化 

・農林水産業停滞 

・集落活動弱体化 

・現役から若者への世代交代を促進 

・持続した営農と新たな地域産業づくり 

・若者が定住できる地域の環境づくり 

② 若者主体の地域経営モデル策定事業 

若者世代が、１０年、２０年後を目標に、農林水産業を起点とし

た、地域での雇用創出や定住できる環境について話し合い、実践

につなぐ未来構想づくりに取組む（持続営農と６次産業化など） 

 人・農地プランの実質化 

①  世代間相互の合意形成実現事業 

現役世代である高齢者と若者世代が、地域の農業につい

て徹底して話し合い、合意形成された実効性の高い「人・農

地プラン」や「集落戦略」を完成させる（その環境を整える） 

中山間直接支払の集落戦略 

現役世代 ＋ 若者世代による 
徹底的な話し合いで課題解決 
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・施設機械の共同利用 

・周年農業の実現 

若者世代の就農 

法人化・企業化 

農用地の集積 
・労働時間の短縮 

・経営面積の拡大 

・地域に合わせた産地化 

６次産業化等の取組 

地域ブランドの確立 

持続可能な農山漁村ステップ up イメージ 
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面積を埋める作物、

付加価値作物栽培等 

農産加工、直売所、 

観光・体験商品開発、

農家民宿、若者就農 
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中山間地域 

�広い面積
・広域的な土地利用計画

・手間のかからない作物生産
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